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要約 COVID-19患者は、退院後に再陽性、長期的な肺機能低下、PTSDな

どの問題を抱える可能性が高くなっている。 

フォローアップの戦略として、以下が挙げられている。 

① 隔離：退院後、自宅またはホテルで 14 日間。 

② PCR 検査：2 週間の隔離後に再度行う。 

③ 画像検査：肺病変がなくなるまで CT。コルチコステロイド使用

者は 3-6 か月 MRI 検査を行う。 

④ 肺機能検査：外来受診時に肺機能検査を受ける。 

⑤ 精神衛生、QOL：評価ツールを用いて自己評価する。 

⑥ 追跡管理：遠隔で 3 日、2 週、3 か月、6 か月時点、外来で 1 週、

2 週、1 か月時点でフォローアップを行う。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

COVID-19 患者の退院後の管理方法は、地域で活動する理学療法士

も知っておくべき事項である。 
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